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将来の自邸

オフィスビル
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特別講師　建築家　新関　謙一郎

現代美術のための美術館

中濱  早紀 /nakahama saki

間瀬 敬太郎 /mase keitaro

寺脇 ひかり /terawaki hikari

稲岡 敦子 /inaoka atsuko 館 沙織理 /yakata saori

南原良祐 /nanbara ryosuke

岡崎 達也 /okazaki tatsuya 

田内 希美 /tanai nozomi

友中 雄一 /tomonaka yuichi 杉本 由衣 /sugimoto yui

二口谷 俊介 /hutakuchiya syunsuke  上垣 翔子 /uegaki syoko  

松田 亮介 /matsuda ryousuke

山本 夏未 /yamamoto natsumi

牧 佑育 /maki yusuke 西田 考志 /nisida takashi
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稲岡 敦子 /inaoka atsuko

館 沙織理 /yakata saori井上 晴香 /inoue haryka

山本 拓哉 /yamamoto takuya

今川 浩気 /iamagawa koki

田村 祐輔 /tamura yusuke林 香苗 /hayasi kanae

安武  麗 /yasutake urara

田内 希美 /tanai nozomi

妹尾 章絵 /seo akie

高木 日花里 /takagi hikari

友中 雄一 /tomonaka yuichi

牧 佑育 /maki yusuke西田 考志 /nisida takashi

山名 くらら /yamana kurara 水津 明彦 /suidu akihiko

集合住宅

特別講師　建築家　川辺直哉
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小学校

特別講師　建築家　禿真哉

田内 希美 /tanai nozomi

高橋 恵太 /takahashi keita 中島 佑治 /nakashima yuuji

友中 雄一 /tomonaka yuichi

越智 勇介 /ochi yusuke 佃 真由美 /tsukuda mayumi

稲岡 敦子 /inaoka atsuko

水津 明彦 /suidu akihiko

南原良祐 /nanbara ryosuke

井田 良平 /ida ryohei

山本 拓哉 /yamamoto takuya

牧 佑育 /maki yusuke

田村 祐輔 /tamura yusuke

上垣 翔子 /uegaki syoko  山名 くらら /yamana kurara  藤井 友里絵 /hujii yurie
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メディアセンター

特別講師　建築家　山下保博

田内 希美 /tanai nozomi

越智 勇介 /ochi yusuke佃 真由美 /tsukuda mayumi

河野 祐理 /kouno yuuri

牧 佑育 /maki yusuke

上垣 翔子 /uegaki syoko  

藤井 友里絵 /hujii yurie 寺脇 ひかり /terawaki hikari

谷口 真一 /taniguchi shinichi

館 沙織理 /yakata saori
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集中演習　with   Edinburgh
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集中演習　with  Thammasat
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多くの初等教育施設は地域の中に立地し中心的な存在であった。しかし現在、物理的・

精神的の両面で問題を抱えており、地域と融合できないで孤立しながら閉鎖的な空間

になっている。これでは地域全体で子育てをするという意識も生まれにくくなる。

本計画は、地域においてこれまで、基幹的施設として存在し住民の行動との関わりが強

い“道”を利用することにより、教育施設を地域に融けこんだ空間として創出すること

をめざした提案である。

01　みちの建築 　- 教育施設と地域との融合 -

宇都宮  正成
utsunomiya  masamiti               
建築計画研究室
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舞鶴市には、赤れんが倉庫群や引き上げ記念館などの多くの 文化遺産があり、観光地

としての要素は豊富にあります。しかし , それらの観光地は街全体に点在し、全体とし

ての活性化に繋がりにくいのが現状です。本計画では、商業建築が立ち並ぶ商業地区

である東側と歴史文化遺産が立ち並び観光の中心となる西側を施設、遊歩道によって

繋ぎ人々の動線をつくりだすことで、個々の観光地だけでなく 周辺地域や街全体とし

て活性化につながることを期待します。

02　Spin   - 現代から過去へ -

中村  元成
nakamura motonari                  
空間創造研究室
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近年、松山市では大型ショッピングモールなどの普及しつつある中、広大な面積と高い集客

力を得る事ができる郊外へと目を向けている。しかし、都心部においては人口や建築物が集

中し、交通アクセスも混雑で立地条件も限られている。そこで都心部の多様な建築を利用し、

それにおける人の流れを建築とコラボすることで新たな動線や空間が生まれ利用し周囲の建

物と街の活性化を図る提案である。

大原  晃一
ohara kouichi                  
空間創造研究室

03.　Across 　- 人・時・建物で生まれる空間 -
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現在の図書館は、インターネットの普及や活字離れ、大型図書館の普及等の理由から、図

書館機能が衰退しているように思え、さらに、図書館に行く楽しみも減ってきているよ

うに感じる。本計画では、行きたくなる図書館、他にはない新しい空間の使い方の図書館

を考える。読書空間の使い方として、本棚に注目し、本棚による新たな空間の形成により、

訪れる人が本を探す楽しさや、自分の好きな空間を見つけ、図書館に行く楽しみを見つけ

てもらえる空間を目指す。

04.　Expression of a bookshelf

杉森  裕子
sugimori yuko                    
環境設計研究室

日本インテリア学会中国、四国支部長賞
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駅ビルは駅とまちの間に壁となり立ちふさがり、駅のホームに降り立っても、駅ビルによって、

まちの姿が隠れ、まちに着いたと感じなくなってきている。 　反対にまちからも駅という存

在が認識され難い、そこで駅とまちに視線の繋がりを持たせることにより、ホームに降り立っ

たとき、街に着いたと実感でき、胸の鼓動が高鳴るようなまちの玄関とする提案である。 

05.　ウズマキ

小阪  健
kosaka ken                    
環境設計研究室
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本計画は、市庁舎の建て替えを契機として今後も変化していく 行政業務や市民のニーズ

に対応できる市庁舎の提案である。 市庁舎は行政業務を行う場所と同時に市民に行政

サービスを 提供する場所でもある。出生や婚姻、死亡等の戸籍の手続き、 金銭収納等の会

計を行う窓口部門に来庁舎が多く、機能性や利便性 が追求されている。また、庁舎とい

う公共施設のために市民が 使用する市民空間としても利用のしやすさが求められる。

06.　庁舎建築　- 柔軟な執務空間と市民スペース -

井出元  秀樹
idemoto hideki                 
建築計画研究室
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本計画は幼稚園と介護（デイサービス）施設をひとつの建物にまとめ計画するものである。2

つの機能を合築することにより相乗効果をねらったものである。ひとつは、子どもの人格形

成・成長にとって大切な幼少期において、一方で老人の生きがいにとって大切な若い人との

触れ合い。さらに様々な経験を共にすることによって、異なる世代が持っている問題を解消・

補完し合う能力に着目し、両者が生きいきとした姿を生み出すことが可能となる空間を提案

するものである。

07.　保育と介護の複合施設　 - 世代を超えた交流 -

又野  憲
matano tadasi                   
建築計画研究室
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本計画では、こども園の計画をする。

建築物はもともと人々が利用しやすいように考えて造られている。そのため多くの場

合に行動が単純化している。しかし、こどもたちにとっては、そうすることが理想で

はなく、いろいろな障害をあたえていった方が色々な発想がうまれやすく、さまざま

な体験がでる。周りの環境はこどもの遊びに大きな影響をあたえる。こどもにとって

遊びは仕事のようなもので、仲間と様々な経験、工夫、共同活動などをして成長をして

08.　NOT FLAT　 - 遊びを見つけ出すこども園 -

志茂  卓哉
shimo takuya               
建築計画研究室
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現在の広島空港は、どこの都市の空港であっても違和感のない規格化された空港であると

いってもよく、広島の玄関口としてあまりにも不十分である。しかし、広島を訪れる海外か

らの旅行者から広島は高い人気を得ていることから、空の玄関口である空港をよりよくする

事で、より広島に人を集めることが出来るのではないか。

広島でしかつくることの出来ない空港をつくることで、この空港が本当の意味での広島の情

報発信地となることを期待する。

09.　Floting Airport　 - 新しい空港のカタチ -

市川  亮太
ichikawa ryouta                    
建築歴史研究室
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人はものを作る事で人との繋がりを築き伝統や文化が生まれる。そして、時間の経過によっ

て継承するといった行為を経てやがて文明へと変容し生活を獲得する。

本計画は『ものづくり』という文化の種を埋め立て地に植える事で『新しい文化を作る』文化

を有する中高大一貫のオルタナティブスクール（寮制度）を計画し、体験型学習を重視し、人

や土地、文化等の関係性を再考する提案である。

10. 　cultivate island　- ものづくりネットワーク -

多田  敏晃
tada toshiaki                    
建築歴史研究室
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都市計画によって街は急速な発展を続けている。古くからの街並みが残る場所でも、道路が

整備され、大型の商業施設やコスト優先のタワーマンションが増えてきている。そのため、

古くからの住宅地では高齢化が進み、マンションでは若い世代が増加してきており、旧市民

と新市民の交流が薄れてきている。

本計画では薄れつつある交流の輪を繋げる、架け橋となる場を計画するとともに、都市に集

まって住むことでうまれる可能性を模索する。

11.　滲む生活、繋がる交流

水下  竜也
mizushita tatsuya                 
建築歴史研究室
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遊郭とはなんだったのか、かつて多くの人が働き、利用した遊郭も時代の流れによりほ

ぼ消失してしまった。しかし、いまだ建物はそのまま料亭などとして利用されることが

多いのには、人がかつて自由恋愛をしていた場所が持つ魅力を人々が求めているからで

はないだろうか。日本における伝統的な都市的コミュニケーション建築を現代的に変化

させ、人々の活動を引き出すことを期待したい。

12. 　わたしは誰にも会いたくない　- 閉鎖的な開放感 -

宇治川  和樹
ujigawa kazuki                  
建築歴史研究室
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本計画は、今日の都市における集合のあり方に疑問を感じ、混沌と生活がされている都市に

対して機能を細分化し、再構築することにより、新たな都市のモデルを生み出す。　　　

都市を再編することを目的とし、全ての建築をひとつなぎにすることで、人も建築も全てが

つながることを期待する。

13.　IMCOMPLETENESS ARCHITECTURE　- 無秩序の秩序 -

小川  健成
ogawa kensei                      
建築歴史研究室

工学会３席
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日本建築学会中国支部長賞

日本は成長の結果人口収容を求めて生活の場を拡大膨張させた、結果山岳部に手を出し団地は山を切り崩して規則的で

無機質な場を作り出している。団地での生活は山の中にあり常に自然の中にある、しかし自然を拒むかのように本来そ

こにあった生命との共存を全く感じさせない、団地の浸食は元々山に存在していた木、草、地形（土）、空気、動物な

ど多くの山の持つ財産を簡単に壊し、そしてそれらの財産と引き換えに無機質な住環境が山を浸食していくのが当たり

前である、住人は身近にある自然には目を向ける事が難しい、人は山に潜むたくさんの魅力をつぶす事により住宅を確

保している。多くの森を破壊し地形を操作し山にしか存在しない起伏を平坦にするために山を削り取る、自然とは相成

れる事の無い現在の団地整備に対して疑問を感じる。団地のように地形の持つ力を無くす事無く、山岳部の持つ地形、

頂上、稜線、谷線などといった地形を最大限に活かし人の生活と自然が融合したような集合住宅を計画する。

14.　登山住宅

植木  優行
ueki masayuki                 
建築歴史研究室
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15.　再考の余地／底力の姿

三國  陽一
mikuni youichi                      
建築意匠研究室

街は、常に自己矛盾を抱えている。都市の発展にとり残された地域は、世の中の変化に必死に食らいつ

こうとするあまり、そこにある風景とは異質なものを続々と出現させる。これは再開発事業の失敗例

である。

本計画では、地域の隠された底力を再び引き戻すための、細長い風景の器を提案する。
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日本の社会は多様性の時代に突入している。それに伴い人々のライフスタイルも多様化し、絶え

ず新たな状態に向けて変化し続けており、人々の住まうことの意義が大きく変化してきている。

建具は日本の住まいをフレキシブルにしてきた。そこで本計画では、様々なライフスタイルに対

応していくことができるように、画一化した集合住宅を計画するのではなく、時間と共に刻々と変

化し、様々な状況に答える事ができる集合住宅を建具を介して提案する。

16.　fitting　- ひく　ひろがる　つながる -

塩川  正人
shiokawa  masato                 
建築意匠研究室

             工学会１席



2011  卒業設計28

17.　- 今、商店は意思を持ち、そして動く -

山本  真司
yamamoto shinji              
建築意匠研究室

インターネットで"商店街"と打ち込むと、一番上の予測変換には"活性化"と表示されるほど、現在の日

本の商店街は全国的に衰退している。残された商店も負の影響を受ける。

本計画では従来の"道路の両側に店舗が張り付く"という商店街の形態を払拭し、ショッピングモール

とは異なる空間に新しい商店の在り方を提案する。
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子供が絵本を開き、白いページの中に描かれた淡い世界に胸を膨らませながら、自由にい

ろいろな想像をし、行動できるような子供園を計画します。物体として、子供の安全を守

る役割を果たす「壁」の中に空間を設けます。柔らかく地面に張り付く壁の中にある様々

な機能が、こどもと周りの世界を「繋げる」壁となります。大自然と調和した、「カド」と「ハ

シ」のない空間を構成することで、子供の行動を制限してしまうことを防ぎます。

18.　こどもと世界をつなぐかべ　       
　　　　　　　工学会２席

東  大典
azuma daisuke                  
建築意匠研究室
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PLAN1

PLAN2

PLAN3

PLAN4

PLAN5

PLAN6

PLAN7

PLAN8

PLAN9

PLAN10

PLAN11

PLAN12

空間が人の場面を抑制している。 空間が人の場面を抑制するのではなく、
人の場面が空間を形成していく。

場面の連続により空間が変化していく。

散歩にいこう 向こうにお店がある行ってみよう いろんな場所にもいってみようかな。

なかなか渡れない。

Shop

お店に寄って時間を潰そう。

Shop

□たくさんの可能性

Shop

たくさん動いて疲れたなぁ。

高さ2m以下

高さ2m以上

GL
遊歩道を通るジグザグな動線遊歩道を通るまっすぐな動線

下の空間を通るまっすぐな動線 下の空間を通るジグザグな動線

遊歩道にベンチがある、
ここで休もう。

壁をランダムに配置する事によって曖昧な空間を形成する。これによりさまざまなスケールを生みだすことができるのではないだろうか。

□レベル差による空間の構成

1m以下

2m以上

子供の遊び場 ドッグラン etc...

公共スペース�

Shop

花壇 水槽 etc...

遊歩道�休憩スペース�etc...

壁を並べる 壁を増やす 壁をランダムに配置

商業施設�������etc...

12本の遊歩道からなる躯体

本計画は、地域において、失われつつある場所性・空間性を、複合施設として再構築する提

案である。子供から高齢者の幅広い年齢の人たちが楽しい時間を過ごせるような広場のよう

な駅施設により地域の良さを掘り起こし、人と人との繋がりを再生しながら、これからの町

づくりにつなげていきたいと考える。単なる駅としての機能を超えて「まちの顔となり、地域

文化を担い、地域交流拠点となる駅舎」を目指していきたいと考え、駅から町全体が発展して

いくことを期待する。

19.　つながり　- 町へと溶け込む駅 -

中尾　恭子
nakao kyoko                 
建築意匠研究室
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都市部は,商業、流通などの発達や、雇用の需要性の高さから人口が集中していて、利便性や

ネットワーク力が高いなど多数の利点がある。

だが、それと同時に近隣・人間関係が希薄で、大都市に限らず、人間関係に対する喪失感を

感じる人が多い傾向にある。そのような現代の社会環境で、人々が交流・活動しやすく、川

を直接感じる事が出来る複合施設を、歩道（河川敷）と川を利用して提案したいと考える。

20.　道で繫がる人とかわ　- 水の都ひろしまで、川と共に生きる -

佐藤  真美
sato mami                 
建築意匠研究室
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本計画は、住宅、農業研修所、公共スペース等の計画・提案である。今まで町を支えてきた田

畑の風景を残しつつ建築を新たに組み合わせる事で、人々の新たな生活の営みを見つけ、な

おかつ地域の人やそれ以外の人々とも関わりあうことのできる住宅及び公共スペースを提案

する。田畑の周りを囲むように計画された建築は、自然溢れる田畑に囲まれた人々の生活を

内面からより豊かにし、なおかつ農業や自然に対する新しい認識・関心を得ることを期待す

る。 

21.　緑囲ミドリカコム　 -21 世紀の農業の風景 -

石川　佳奈
ishikawa  kana                  
建築意匠研究室
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現状の都市は、経済性や機能性には配慮されているが、建築としての完結性のみが追求され都市とのつながりは薄れつつある。

本計画の目的は、高密度でありながら都市環境を調和する事が可能な住居形態である京町家を考察する事である。京町家の特

徴とも言える通り庭、庭に注目し、立体的な町家型集合住宅を提案する。都市の中で窮屈に存在する町家が、生活装置として

生み出した空気ダクト的機能空間である通り庭、庭を垂直水平方向へ回転させることで、通り庭による縦方向の抜け、庭と開

口による横への抜けへと変換し、閉鎖的な建物内部を空気ダクトでつなぎ外部へと解放する。外部環境から独立し存在する都

市型住居を都市環境の中でニュートラルなダクト装置として寄与させる。京町家の構成を参照する事は住空間を形成するにあ

たり大地からはなれていくビルディングタイプに少なからず必要な要素であると考える。

01. 町家アパートメント - 京町家をモデルとした集合住宅の考察 -   

森原  直樹
morihara naoki 

           建築意匠研究室
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machiya apartment

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

A study on the apartment modeled on kyo-machiya.

daiagram

niwa-perpendicular line

to-ri niwa-horizontal line

niwa-horizontal line

to-ri niwa-perpendicular line

「通り庭」は、連続的直線的なダクト空間としての引き込み空間である。

通り庭ダクトに平列的な部屋空間の連続による相互関連や個々の部屋へ

のアクセスを可能にする動線処理、住宅の裏側から前面道路までの流通

などの通路的機能と同時に、ダクトはその間にいくつかの区切りをもち、

各部分に固有の機能を分担させている。

つまり、住宅内外のサーキュレーションと住生活行為の一部を受け持つ住

空間の両者を兼ね合わせた空間である。そしてこの流動的な流通機能と

滞留的な住空間機能との複合機能を処理するために種々の装置をも付

帯している。

「庭」は、空間構成上の「庭」の意味は、およそ4つの意味をもっている。第

1に、広がりであり、これは逆に囲まれているということであり、一定の空

間的なヴォリュームをもっていることである。第2は、開き空間であること。

これは上方の一面が開放され、上方外部空間と交流する可能性をもって

いるということである。住空間に不可欠の通風、採光、換気のための空間

であり庭から前面道路へ、あるいは前面道路から通り庭への通風は、住

空間の間仕切りを、いくらかでも開けておくと、住空間を構成する部屋の

連続がダクトとなり風が流れる。第3に、隔たりの意味をもつ。内部と外部

を隔てる役割を果たしている。空間構成では部屋同士の独立性と連続

性を実現している。第4に、空き空間であること。これは、住空間の質とは

異なった空間の質をこのオープンスペースがもっているということである。

road diagram / 道路の構成 alley diagram / 路地の構成 machiya diagram / 町家の構成 to-ri niwa diagram / 通り庭の構成 partition diagram / 間仕切りの構成 border line - complete model / 連続する境界線

element model / 要素モデル study diagram / 要素の考察 to-ri niwa model / 通り庭の構成 niwa model / 庭の構成

machiya model / type 01 niwa model / 庭の構成machiya model / type 02 machiya model / type 03

マンションタイプの建築形式と同様に町家をただ積層させていく。マンシ

ョンタイプの集合住宅は人々を自然環境から切り離しているのに対して、

京町家は高密度かつ自然環境を取り込むことのできる居住形態である。

自然環境を取り込んだ高密度住居を計画するにあたり、京町家の構成を

参照することは住空間を形成するにあたり大地から離れていくビルディン

グタイプに少なからず必要な要素であると考える。

町家の積層

庭の位置 / 3タイプの町家をモデルとした距離の比較

町家の要素 / 抽出

連続する境界線 / 道路→路地→町家→通り庭→間仕切り

町家を積層することでは町家の要素を展開したことにはならない。

そこで町家を立体化していくにあたり町家を形成する要素を抽出していく。

立体化

image model / 町家の積層 image model / 町家の積層 image model / 立体化 image model / 立体化
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A study on the apartment modeled on kyo-machiya.
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A study on the apartment modeled on kyo-machiya.
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A study on the apartment modeled on kyo-machiya.
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建築家によって設計された都市型住宅を用い、その閉鎖性、狭小性が全体として開放性を生み出す集合住宅

を計画する。モダニズムから出来上がった均質箱空間は、工業化、標準化によって受け継がれてしまったが、

多様化した現代に見合う、様々な空間を持つ集合住宅を計画する。本計画では住宅どうしが積層されて出来

る空間は集合住宅を単なる箱空間の積層ではなく、それぞれの部分が全体として一つの建築をつくりだす。

それぞれの住宅から空間的特徴を抽出し、積層させることで、多様な外部空間を生み出す。住戸と生活と集

住全体が相互関係を持ち、人の居場所を創りだす建築となることを期待する。

02.　ジェンガ

野島  将平
nojima syouhei            
          

本計画の計画地に建っていた京橋会館は1954年に竣工しており、設計は
「公共住宅標準設計51C型」が策定された1951年とほぼ同時期で、日本
住宅公団が設立された1955年より前と思われる。つまり、戦後の焼け
野原で風雨をしのぐためだけのバラック住宅の時期を脱しつつあり、かと
いって、画一的な団地が大量供給されてもいない、戦後の絶対的な住宅難
に対する答えが見いだせていない微妙な時期に設計されたと推測できる。
　しかし、近年老朽化により立て替えが検討されており、新たに高さ70m
のマンションが建つ予定がある。

□計画地　広島県広島市南区京橋町
□敷地面積　約2200㎡
□主要用途　集合住宅
□商業地域　商業地域
□建蔽率　　50％
□容積率　　800％

north

east

west

south sitemap 1/1500　 　 

A3図面フォーマット

Shohei NOJIMA Master's Course, Graduate School of Systems Engineering, Kinki University.SITE DATA

「都市住宅」にある空間の特徴
狭小性、閉鎖性

開放性
これを集合させたときに生まれる

多様な外部空間
単体の住宅としても、集合住宅としても豊かな空間がうまれる

正面のない家／西沢文隆

日本橋の家／岸和郎

最小限住居／増沢洵

矩形の森／五十嵐太郎
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住吉の長屋／安藤忠雄

梅林の家／妹島和世

スカイハウス／菊竹き世乗り

段象の家／相田武史

Shohei NOJIMA Master's Course, Graduate School of Systems Engineering, Kinki University.PLAN  LEVEL 1~12
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9
EV

S1

SKYhole

Shohei NOJIMA Master's Course, Graduate School of Systems Engineering, Kinki University.scale 1/300PLAN　level GL+72950 SECTION　S2

S2

EV

SKYhole

Shohei NOJIMA Master's Course, Graduate School of Systems Engineering, Kinki University.scale 1/300PLAN　level GL+83680 SECTION　S5

S5

SKYhole

Shohei NOJIMA Master's Course, Graduate School of Systems Engineering, Kinki University.PLAN　level GL+78810 scale 1/300 SECTION　S3

S3
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本計画は、厳島神社・広島平和記念公園の思想と手法から設計概念を抽出し、軸線から導いた設計プロセス

によって行われた旧広島市民球場跡地計画である。都市に散らばる軸線を連結するコアを挿入することによ

り、軸線から多様なアクティビティが収束・放出する中心を計画する。

現在の都市は、いたるところで大型建築が建設され、都市は切り貼りしたようにちぐはぐである。また、区

画を形作る軸線は圧倒的なスケールに囲まれ、立ち止まることもできない。都市にはアクティビティの拠点

となる中心が必要なのではないだろうか。中心とは拠り所である。そこから出発し、帰ってこられる。そん

なあたたかな空間が現在の都市に求められているのではないだろうか。

03.　広島と軸線　- 軸線の魅力と問題 -

青木  史晃
aoki fumiaki　                       
                       　

The charm and the problem of an axis line

and

THE AXIS LINE

HIROSHIMA

Fumiaki AOKI, Master's Course
Graduate School of Systems Engineering, Kinki University.
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1. PERTHPECTIVE

広島と軸線　 -軸線の魅力と問題-

　本計画は、厳島神社・広島平和記念公園の思
想と手法から設計概念を抽出し、軸線から導い
た設計プロセスによって行われた旧広島市民球
場跡地計画である。都市に散らばる軸線を連結
するコアを挿入することにより、軸線から多様
なアクティビティが収束・放出する中心を計画
する。

 This plan is the old Hiroshima citizen 

Stadium site plan performed by the design 

process, which extracted the design concept 

from the thought and the technique of an 

Itsukushima Shrine and Peace Memorial 
Park, and was drawn from the axis line. 

 By inserting the core, which connects the axis 

line scattered all over, a city, various 

activities plan the center converged and 

emitted from an axis line. 
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8. FIRST FLOOR
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10. THIRD FLOOR

 / DIAGRAM 3

DIAGRAM 3

街路から連続する外部空間

　 建築に内部に外部空間を引き込み、街路の延
長として内部空間へと誘う動線をとる。都市の
中心にある「スペース」として、公園のように
通り抜けができ、また別の軸線へと誘う。建物
の形状はあらゆる方向に開かれた円形であり、
ファサードには均質な開口を設け、貸し出しゾ
ーンを外周部に、交流ゾーンを中央部に配して
いる。また、外周部は通路を介して配されるこ
とによって、回遊性のある動線がフレキシブル
な空間を目指した。
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17. SECTION 6
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3. PERTHPECTIVE
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5. PERTHPECTIVE

THE AXIS LINE of 
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THE SCALE of 

HIROSHIMA
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9. SECOND FLOOR

 / DIAGRAM 2

DIAGRAM 2

軸線の収束

　 都市の中にみられるいくつかの都市的な軸線
の上では、人は留まる事ができない。本計画で
は軸線を収束し、人々が滞在できる都市のコア
を提案する。非人間的で強烈な軸線から人々が
集まる場所へと引き込む。ここで考える軸線は
以下の６本である。
1 . 広島城
2 . 広島駅
3 . 本通り
4 . 爆心地
5 . 平和記念公園
6 . 旧広島市民球場
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12. SECTION S=1:500
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都市のコア

　事例研究から、厳島神社では参詣者は船に乗っ
て大鳥居をくぐり、神社にアクセスする。大鳥居
から神社を通過し、祈りの対象としての厳島を望
む軸線が読み取れた。これに影響を受けた平和記
念公園の計画の中では、アーバンデザインに、ま
ずアイストップを捜し、そこに向けた景観軸を作
り、必要な建築や動線を配するという一つの基盤
をつくり上げた。このようにして、都市の中には
いくつかの軸線がみられる。しかし、独自の特色
をもった強烈の軸線の上では人は留まる事ができ
ない。軸線を収束し、人が滞在できる都市のコア
が必要なのではないだろうか。
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4. PERTHPECTIVE
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6. SITE PLAN S=1:3000
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計画地概要

□計画地　　広島県広島市南中区基町５-２５
□敷地面積　23,848㎡
□主要用途　文化施設
□用途地域　第二種住居地域
□建蔽率　　60%
□容積率　　200%

　 旧市民球場跡地は、広島県広島市中区基町の広
島市中央公園内にある野球場として、広島市が所
有及び運営管理を行っていた。

　 2009年3月31日までは広島東洋カープが本拠
地として用い、また地域のアマチュア野球にも解
放されていた。同年4月1日より2010年8月31日
まで旧広島市民球場の名称で、主にアマチュア野
球に使用されていた。
　 2010年9月1日を以て球場を閉鎖し、2010年
11月29日に解体作業を開始し、　 2011年3月末
までに第一期工事が完了し、球場の4分の1程度
が解体されていた。同年4月の松井市長就任時に
「球場の在り方を市民皆さんともう一度考え直す
必要がある」とコメントしていて、しばらく解体
工事は中断していた。その間外野の芝生には約１
メートル近い雑草が生えて、荒地と化したが、結
局ライトスタンドの一部を永久保存する以外は全
面解体することが決定し、同年8月より残る球場
部分の解体工事を再開し、物議を醸した広島市民
球場問題は終息を迎えた。
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都市は常に動いており、さまざまなことが変化しながら行き交っている。

そんなまちの中では、様々な変化に対応できる建築が必要となる。

たくさんの空間から自らが使い方を見いだしていける計画を行うことで、

それぞれの場所で多彩な振る舞いが可能になる建築を目指す。

04.　まちにうごめく建築
　　　　 - 機能と形態の変化可能な空間設計の提案 - 

豊後  亜梨紗  
bungo  arisa                 
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本計画では、家族構成の多様化を背景として、家族構成の変化に対応した集合住宅を提案するものである。人生の移

り変わりとともに、本当に必要なものだけ x 持って、集合住宅内を移住して居場所を見つけることで、集合住宅全体

が循環していく。外部構成は内部の住人が変わることで、だんだん変化 していく。それは、家族構成の変化や、個人

のライフスタイルの違いから生じるものであるが、個人個人の快適さを求めたからこその全体の豊かさもあるのでは

ないだろうか。内部が変わることで外部も変わり、それぞれの家族構成に本当の意味で「合った」集合住宅を追求し

たかった。 これからは、広い意味での家族を対象とした幅広い住まいづくりこそが、今日求められているのではない

だろうか。

05. 移りゆく住処
               ever-changing house

中平  祐子
nakahira yuko
         

単独（若者）
8000＋4000

夫婦のみ（若者）
10000＋5000

一人親・子（1）
1000＋4000＋4000

単独（高齢者）
8000＋4000

夫婦のみ（高齢者）
10000＋5000

夫婦・子(2)
10000＋4000＋5000

一人親・子（2）
1000＋4000＋4000

単独（高齢者）
8000＋4000

夫婦のみ（高齢者）
10000＋5000

夫婦・子(2)
10000＋4000＋5000

一人親・子（2）
1000＋4000＋4000

単独（若者）
8000＋4000

夫婦のみ（若者）
10000＋5000

夫婦・子(1)
10000＋4000＋5000

一人親・子（1）
1000＋4000＋4000

その他 その他

単独（若者）
8000＋4000

夫婦のみ（若者）
10000＋5000

夫婦・子(1)
10000＋4000＋5000

一人親・子（1）
1000＋4000＋4000

2 5 0 0 × 3 0 0 0 ×

単独（高齢者）
8000＋4000

夫婦のみ（高齢者）
10000＋5000

夫婦・子(2)
10000＋4000＋5000

一人親・子（2）
1000＋4000＋4000

その他

単独（若者）
8000＋4000

夫婦のみ（若者）
10000＋5000

夫婦・子(1)
10000＋4000＋5000

一人親・子（1）
1000＋4000＋4000

3500×

単独（高齢者）
8000＋4000

夫婦のみ（高齢者）
10000＋5000

夫婦・子(2)
10000＋4000＋5000

一人親・子（2）
1000＋4000＋4000

その他

単独（若者）
8000＋4000

夫婦のみ（若者）
10000＋5000

夫婦・子(1)
10000＋4000＋5000

一人親・子（1）
1000＋4000＋4000

3500×

□ユニットの構成

戦後以降、nLDKというユニットで構成されてきた。
このユニットプランは、核家族のためのユニットであるため、
家族が多様化してきたにもかかわらず、ユニットは変わっていない。

1950年代の間取りを見ると、キッチン、お風呂トイレ、
フリースペースの3タイプで構成されている。
その単純構成を、断面と平面で複雑化することで、
多様化した家族形態にフィットするユニットができる。
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塩川  正人
shiokawa masato
植木  優行
ueki masayuki
中尾  恭子
nakao kyoko
水下  竜也
mizushita tatuya         

2011 年度　日本建築学会設計競技
課題　時を編む建築　　タジマ奨励賞

PEACE IS IT !   平和よせがき館
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石川  佳奈
ishikawa kana
山本 真司
yamamoto shinji
佐藤  真美
sato mami         

2011 年度　日本建築学会設計競技
課題　時を編む建築　　タジマ奨励賞
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渡辺  昇吾
watanabe syougo
ジェイミー・ダック
jamie duck
奥田  麻美
okuda asami
井用  美雪
iyo miyuki      

2011 年度　日本建築学会設計競技
課題　時を編む建築　　支部入選

Re-Cycle  再・編
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渡辺  昇吾
watanabe syougo
チョルマン・ヨルゴス
georgios tsorman

         

2011 年度　日本建築学会近畿支部
グリーンコンクリート研究センター主催　設計競技
課題　コンクリートと木のコラボレーションによる
　　　持続可能な住まいと地球住環境の設計
　　　　　　　　　　　　　　　　　佳作
ふところのイエ
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渡辺  正吾
watanabe syougo
中村  遼太
nakamura ryouta

         

2011 年度　JACS 住宅設計コンペ
課題　環境住宅「光と風」　　佳作

螺旋と奥行きの家
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東  大典
azuma daisuke

第 38 回五三会建築設計競技
課題 「21 世紀の家族像から考える新しい住宅」
佳作

第一回　リノベーション学生アイデアコンペ
課題「あのヒーローに捧げる、日本のリノベーション住宅」　
一般来場者投票３位     中国・四国部会推薦作
全国最終審査 12 選入選

第 5 回すまコンコーディネートコンテスト
課題「夏を涼しくするバルコニーコーディネート」　
入選

インテリア産業協会
キッチン空間アイデアコンテスト 2011　佳作

第 10 回
朝日リビングマンションエクステリアデザインコンテスト
フリースタイル部門　佳作
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